










3 章　平成 26 年度に開講した「とちぎ終章学」関連科目
と「終章コミュニティワーカー」養成講座のプロ
グラム










































回数 期日 時間 テーマ 講師


















2 6 月 16 日（土） 13:30 ～ 15:30 高齢者とまちづくり 宇都宮大学教育学部
　教授　　陣内雄次
3 6 月 24 日（日） 13:30 ～ 15:30 「終章を生きる」ということⅠ 下野新聞社 2025 年問題取材班
　              須藤健人
4 6 月 30 日（土） 13:30 ～ 15:30 「終章を生きる」ということⅡ 下野新聞社 2025 年問題取材班
　              若林真佐子
5 7 月 7 日（土） 13:30 ～ 15:30 「終章を生きる」ということⅢ 下野新聞社 2025 年問題取材班
　              山崎一洋
6 7 月 14 日（土） 13:30 ～ 15:30 死を迎えるための法と手続き 行政書士　　
　              深見　史

















































































































23 年 12 月から平成 24 年 6 月までの期間、「終章を生き
る　2025 年超高齢社会」と題した長期連載を展開した。
2025 年、団塊の世代と呼ばれる 1950 年生まれの人た











　この連載と並行して、同社と本学では平成 24 年 6 月



















員 2 名と事務補佐員 1 名を新たに採用し、地域連携教育
研究センター専任教員（教授）がセンター長に着任した。
また、平成 26 年 4 月にはこれに加えて県内自治体から
の登用により着任した専任教員（准教授）1 名と事務補
佐員 1 名を新たに採用し、6 名体制で事業の推進を図っ
た。






















　平成 25 年度は 2 回にわたって会議を開催した。平成
27 年度以降の必修化に向け、平成 26 年度後期に基盤教
育教養科目（選択科目）として開講する「とちぎ終章学
総論」と平成 26 年 10 月開講予定の「終章コミュニティ
ワーカー」養成講座のプログラム開発を行った。「とちぎ

















表 2. 大学 COC キックオフシンポジウム「未来をデザイ
ンする力を育む宇都宮大学へ―学生がとちぎの高齢社会
を学ぶ意味―」の実施概要










































　平成 26 年 10 月から「終章コミュニティワーカー」養



















表 3. 平成 26 年度に開講した「とちぎ終章学」関連科目










































































年齢は 35 歳から 75 歳まで幅広く構成され、性別につい
ては、概ね男性 1 に対して女性 2 の割合であった（図 2、





　また、平成 26 年度に開講した 3 科目は本学の基盤教
育教養科目としても位置付けており、学生向け履修ガイ
ドを作成して受講者を募ったところ、総論を 5 名、特講
を 4 名、社会資源を 3 名が受講した。このうち 1 名は、









り、8 回の授業が 8 クラス開講する。提供する講義内容
はもちろんであるが、限られたスタッフで運営をしてい
くための方策を考えなければならない。また、「終章コミュ
















とちぎ終章学総論 5 名 1 年 3 名
2 年 1 名
3 年 1 名
教育 3 名
農 2 名
とちぎ終章学特講 4 名 1 年 3 名





3 名 2 年 1 名







































平成 26年度「とちぎ終章学」関連科目の履修ガイド（平成 26年 7月作成）
※大山知子氏の担当回については、全て塩澤達俊氏（社会福祉法人とちぎ YMCA 福祉会）が担当した。
69
「終章コミュニティワーカー」養成講座（第 1期）受講者募集要項（平成 26年 7月作成）
※大山知子氏の担当回については、全て塩澤達俊氏（社会福祉法人とちぎ YMCA 福祉会）が担当した。
